
 

学長の業績評価結果について 

 

                              令和２年７月１３日 

                              学 長 選 考 会 議 

 

 

 学長選考会議は，国立大学法人島根大学長の業務評価の実施に関する申合せ（平成２７年１０

月１日学長選考会議決定）第１条に基づき，下記のとおり学長の業績評価を行った。 

 

記 

１．現学長の業績 

 

 （１）平成３０年度の学長の業務執行状況（H31.3.8学長選考会議決定） 

  学長の業務は適切に執行されていると判断する。引き続き，着実な業務執行を期待する。 

 

 

（２）令和元年度の学長の業務執行状況（R2.3.11学長選考会議決定） 

     学長の業務は適切に執行されていると判断する。引き続き，関係者の理解を得るよう努

めながら着実な業務執行を期待する。 

 

 

 （３）平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果 

（R1.11.25国立大学法人評価委員会通知） 

全体評価 

学長のリーダーシップの下、山陰地域の多様な学校教育形態・体制に対応した地域密接

型義務教育学校への移行のため、平成31年度に附属小学校と附属中学校を改組し附属義務

教育学校を開校することとするなど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組ん

でいることが認められる。 

 

項目別評価 

評価結果の概要 特筆 一定の注目事項 順調 おおむね順調 遅れ 重大な改善事項 

①業務運営の改善及び効率化   ○    

②財務内容の改善   ○    

③自己点検・評価及び情報提供   ○    

④その他業務運営   ○    

 

 

２．評価結果 

   学長の業務は、適切に執行されていると判断する。引き続き、着実に業務に取り組まれる

ことを期待する。 

 


